
　日光ユースホステルは 1959 年に竣工した、日本における最初期のユースホステルです。

　モダニズムの巨匠ブロイヤーに学び、法政大学、武蔵野美術大学、東京大学で教鞭をとった建築家・芦原義信による設計であり、

青少年のための安価で安心な宿として、シンプルにプランニングされたこの建物は、その後のユースホステルの基本形として広く

影響をあたえました。1990 年代まで利用されていましたが、旅のスタイルの変化や、手狭になったことなどを理由に、別の場所

に新たな施設が建設され、以降閉ざされたままとなっています。

　あらゆる領域で縮小傾向にある現在にあって、このように打ち捨てられたものをどのように取り扱うべきか。またユースホステ

ルの歴史そのものであり、モダニズムの大家の作品として、文化的価値をもつ新たなストックとしての可能性を探ります。

　これは廃墟なのか？
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